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鬼頭鍋三郎の絵画技法
— 愛知県立芸術大学芸術資料館所蔵《赤衣の女》の自然科学的調査 —
Painting Technique of KITO Nabesaburo：
Technical Analysis using scientific methods on < Woman in red clothing > in collection
of University Art Museum, Aichi University of the Arts
Main purpose of our work is to reveal the technical methods and materials of Kito 
Nabesaburo (1899-1982) from the perspective of preservation and restoration using scientific 
methods, and results from survey and research for Kito’s < Woman in red clothing > owned by 
University Art Museum, Aichi University of the Arts.
This article will clarify the state of the work, the materials used, and the technique based 
on non-destructive investigations such as high-definition photography, multispectral imaging 
photography, portable X-ray Fluorescence Analysis, and digital microscope observation. In the 
future, we intend to archive the condition of the objects and findings obtained by the technical 
investigations, and we hope to make it a foothold for restoration research.
白 河 宗 利・成 田 朱 美











　1916 年（17 歳）に名古屋商業高校を卒業後、明治銀行に入社するが 5 年後に退社して本格的に
画家を志した。1923 年（24 歳）に松下春雄、中野安治郎、加藤喜一郎らとともに美術研究グループ・
サンサシオンを設立し、同年第 10 回光風会展に初入選、岡田三郎助（1869-1939 年）に師事する。
その後の 10 年間は、サンサシオンでの作品研究、発表活動を続けながら、光風会展以外にも中央美
術社展、帝展で入選を重ね画家として頭角を現していった。
　第 10 回展をもってサンサシオンを解散した翌年の 1934 年（35 歳）には、第 15 回帝展に《手
をかざす女》が入選し、特選を受賞するなど画家としての地位を確立しながら、戦時中には陸軍報
道部の派遣画家として中国に従軍する。帰国した翌年の 1945 年（46 歳）に名古屋に戻り、1947
年（48 歳）の第 3 回日展に《椅子による》を出品し、政府買い上げとなる。1953 年（54 歳）に
は中日文化賞を受賞、翌年から渡欧し、パリのリュー・ド・ダゲールのアトリエで制作する。帰国

























































析できるため、文化財の調査に広く利用されている。本調査では Niton XL3t-950S を使用した。
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鬼頭鍋三郎 作　《赤衣の女》（1941 年） 65.4 × 50.2㎝   　　
【作品概要】















































































　左下の変形は画布の破れと見られ、油絵具で塗り直されている ( 観察部分 1)。油絵で塗り直され
ている箇所は他にも、紫外線蛍光写真で黒く写った左上の箇所がある ( 観察部分 2)。これらは本作
が掲載された最も古い 1980 年の図録写真 (『鬼頭鍋三郎画集』) からも確認できる。また左上に虫
糞が付着している様子 ( 観察部分 3) も同じ写真から確認できた。
　紫外線蛍光写真で黒く写っていたこめかみの部分は、黄色い透明層がない箇所で、この透明層は
ワニス層と考えられることから、ワニスの塗り残しのためと分かった ( 観察部分 4)。反対に強い白
い蛍光を呈した親指の付け根は、黄色い透明層が厚く塗られており、ワニスの溜まりということが





しが多く見られるためである ( 観察部分 7)。衣服の皺などは下描き線を塗り残すことで表現してい
ることが多いが、黒色絵具で皺を描き足している箇所も見られる ( 観察部分 8)。
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観察部分 1 －破れ跡 観察部分 2 －補彩箇所
観察部分 3 －虫糞 観察部分 4 －紫外線蛍光写真で黒く写る、ワニスの
塗り残し箇所
観察部分 6 －絵具の隙間に見える下描き線





■携帯型蛍光 X 線装置による分析 
測定箇所 検出元素 主な推定顔料名
(1) 地塗り：白 Pb,Zn,	Ba 鉛白、リトポン
(2) 背景：緑褐色 Pb,Fe,Mn ローアンバー
(3) 背景：薄茶 Pb,Fe,Mn 鉛白、ローアンバー
(4) 本：白 Pb 鉛白
(5) 本：緑 Pe,Fe,Cr ビリジアン
(6) 器：青 Pb.Fe,Cr ウルトラマリン
(7) 衣服：赤 Pb,Fe,Hg バーミリオン
(8) 裏面側：白 Zn,Pb,Ba 鉛白、リトポン
(9) 肌：薄橙 Pb,Fe,Hg,Cu 鉛白、イエローオー
カー、バーミリオン
フタロシアニング
リーン ( ？ )
(10) 背景：茶 Pb,Fe,Mn ローアンバー
(11) 肌補彩：薄橙 Pb,Fe	Cu,Hg 鉛白、イエローオー
カー、バーミリオン
フタロシアニング
リーン ( ？ )
(12) 背景補彩：茶 Pb,Fe,Cr ローアンバー
【所見】




























背景 (10)：背景 (2）と同色の茶。鉛、鉄、マンガンを検出した。背景 (2) と同じローアンバーであ
ると考えられる。
肌補彩 (11)：破れ箇所の上に塗布されている補彩絵具。肌 (9) よりやや褐色気味の薄橙。検出元素は
肌 (9) 同様、鉛、鉄、銅、水銀を検出。ただし、水銀より銅の比率が大きい。肌 (9) のように考察すると、
褐色が強いのも、緑の量が多いためとも考えられる。蛍光 X 線の結果と、色味や筆触から、作者本
人による補彩と考えられる。




























園田直子『二十世紀の新しい色―合成有機顔料―』（国立歴史民俗博物館研究報告 第 62 集、1994 年）
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